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平成26年度

静岡県経済産業施策のあらまし

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課
）

 

二
，八
四
六
万
円

本
県
の
優
れ
た
農
林
水
産
物
等
の
ブ

ラ
ン
ド
認
定
や
、
ア
ン
テ
ナ
コ
ー
ナ
ー

を
活
用
し
た
首
都
圏
へ
の
販
路
開
拓
支

援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
を

重
点
に
、
海
外
へ
の
輸
出
拡
大
に
取
り

組
む
。

・
ふ
じ
の
く
に
農
芸
品
フ
ェ
ア
開
催
事

業
費（
み
か
ん
園
芸
課
）

 

一
，〇
〇
〇
万
円

農
林
水
産
業
関
係
団
体
と
と
も
に
、

県
内
農
林
水
産
物
を
一
堂
に
集
め
た

「
ふ
じ
の
く
に
農
芸
品
フ
ェ
ア
」
を
開

催
す
る
。

【
茶
の
都
】

・「
茶
の
都
」づ
く
り
推
進
事
業
費（
茶

業
農
産
課
） 

七
八
〇
万
円

茶
の
都
の
拠
点
に
つ
い
て
の
検
討
や

県
内
外
の
茶
関
係
史
料
の
調
査
等
を
通

じ
て
、
魅
力
あ
る
茶
の
都
づ
く
り
を
推

進
す
る
。

・
茶
業
経
営
体
質
強
化
推
進
事
業
費

（
茶
業
農
産
課
） 

二
，四
七
〇
万
円

茶
業
経
営
の
基
盤
強
化
を
図
る
た

め
、
地
域
の
核
と
な
る
茶
工
場
に
よ
る

茶
園
管
理
の
共
同
化
の
推
進
や
茶
業
振

興
の
た
め
の
学
術
研
究
に
取
り
組
む
ほ

か
、
茶
園
の
集
積
及
び
簡
易
な
基
盤
整

備
に
対
す
る
助
成
等
を
行
う
。

・
新・
し
ず
お
か
茶
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略

推
進
事
業
費（
茶
業
農
産
課
）

 

二
，三
六
〇
万
円

平
成
二
八
年
に
第
六
回
世
界
お
茶
ま

つ
り
を
開
催
す
る
準
備
等
を
行
う
。

【
花
の
都
】

・「
花
の
都
」づ
く
り
推
進
事
業
費

（
み
か
ん
園
芸
課
）

 

一
，五
二
〇
万
円

花
き
産
業
の
振
興
と
消
費
拡
大
を
図

る
た
め
、
花
き
関
係
者
と
の
連
携
に
よ

る
県
産
花
き
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

や
、「
ふ
じ
の
く
に
「
花
の
都
」
フ
ェ
ア
」

の
開
催
に
よ
る
花
き
の
新
た
な
需
要
を

創
出
す
る
。

・
浜
名
湖
花
博
一
〇
周
年
記
念
事
業・

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ
ア
開
催
事
業
費

（
み
か
ん
園
芸
課
）

 

三
，六
〇
〇
万
円

平
成
二
六
年
三
月
か
ら
六
月
ま
で

「
浜
名
湖
花
博
二
〇
一
四
〜
花
と
緑
の

祭
典
〜
」
を
開
催
す
る
。

●
ふ
じ
の
く
に
ブ
ラ
ン
ド
を
活
か
し
た

戦
略
的
な
海
外
展
開

・
ミ
ラ
ノ
万
国
博
覧
会
出
展
準
備
事
業

費（
政
策
監
）

 

新
規  

四
〇
〇
万
円

平
成
二
七
年
五
月
か
ら
開
催
さ
れ
る

「
ミ
ラ
ノ
万
国
博
覧
会
」
の
日
本
館
イ

ベ
ン
ト
広
場
へ
の
参
加
に
向
け
た
準
備

を
行
う
。

●
６
次
産
業
化
に
よ
る
高
付
加
価
値
化

の
推
進

  「
場
の
力
」
を
活
用
し
た
地
域

経
済
の
活
性
化

・
豊
か
な
地
域
資
源
の
魅
力
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
「
食
」、「
茶
」、「
花
」

の
都
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
国
内
外
へ
の
販
路
拡
大
や
６
次
産
業

化
を
推
進
し
、
新
し
い
「
食
と
農
」

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
取
り
組
む
。

●
人
々
を
惹
き
つ
け
る
都
づ
く
り

【
食
の
都
】

・「
食
の
都
」づ
く
り
推
進
事
業
費

（
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課
）

 
二
，六
三
〇
万
円

仕
事
人
を
表
彰
し
、
県
内
外
に
お
い

て
仕
事
人
等
と
連
携
し
た
「
食
の
都
」

の
情
報
発
信
や
、
食
を
核
と
し
た
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
む
。

・
ふ
じ
の
く
に
多
彩
な
和
の
食
文
化
推

進
事
業
費（
茶
業
農
産
課
）

 

三
，六
四
〇
万
円

米
、
茶
、
魚
な
ど
本
県
の
多
彩
で
高

品
質
な
食
材
を
活
用
し
た
食
育
活
動
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、「
ふ
じ
の
く
に
和

の
食
文
化
の
祭
典
（
仮
称
）」
を
開
催
し
、

消
費
拡
大
及
び
生
産
振
興
を
図
る
。

・
ふ
じ
の
く
に
ブ
ラ
ン
ド
販
路
開
拓
支

援
事
業
費

主
要
事
業
の
概
要
■
事
業
名
（
主
な
事
業
を
要
約
・
抜
粋
）

　静岡県経済産業部では、“ふじのくに”の豊かさを支える経済と産業の持続的な発展
に向けて、総合計画後期アクションプランの下、経済産業ビジョン2014-2017を着
実に実行し、本県経済の回復を力強く、確実なものとするとともに、一流の「ものづくり」
と「ものづかい」の創造による多極的な産業構造の構築に取り組む考えだ。
　特集では、県経済産業部が新年度に展開する事業の概要をご紹介する。

特集
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一
流
の「
も
の
づ
く
り
」と「
も
の
づ
か
い
」の
創
造
に
よ
る
多
極
的
な
産
業
構
造
の
構
築

1

「場の力」を活用した地域経済の活性化
○人々を惹きつける都づくり
・「食の都」づくり
・「茶の都」づくり
・「花の都」づくり
○ふじのくにブランドを活かした戦略的な海外展開
○6次産業化による高付加価値化の推進

2

次世代産業の創出
○静岡新産業集積クラスターの推進
・ファルマバレープロジェクト
・フーズ・サイエンスヒルズプロジェクト
・フォトンバレープロジェクト
○次世代を拓く産業育成の推進
○�企業誘致や海外成長力の取り込み等による県内産業
の活性化

3

次代の産業を拓く人材育成と就業環境の整備
○産業の成長を担う人づくり
○就労支援体制の強化による一層の雇用促進
○�ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の�
実現

4

豊かさを支える農林水産業の強化
○世界に誇る多彩で高品質な農芸品の生産力強化
○県産材の需要と供給の一体的な創造
○新たな水産王国静岡の構築

5
豊かさを支える地域産業の振興
○中小企業者の経営力向上と経営基盤強化
○地域を支える魅力ある商業とサービス産業の振興

平成26年度　静岡県経済産業部の施策体系

3 中小企業静岡 2014.4

組合活性化情報

26年4月号_本文.indd   3 14/03/27   14:22



た
な
成
長
に
貢
献
す
る
た
め
の
研
究
を

重
点
的
に
行
う
。

・
ス
ポ
ー
ツ
産
業
振
興
事
業
費（
商
工

振
興
課
）	

六
六
〇
万
円

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
、
新
事

業
創
出
に
向
け
た
ス
ポ
ー
ツ
関
連
資
源

を
活
用
し
た
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
等
を
支

援
す
る
。

●
企
業
誘
致
や
海
外
成
長
力
の
取
り
込

み
等
に
よ
る
県
内
産
業
の
活
性
化

・
新
規
産
業
立
地
事
業
費
助
成

（
企
業
立
地
推
進
課
）

	

三
八
億
円

・
地
域
産
業
立
地
事
業
費
助
成

（
企
業
立
地
推
進
課
）

	

一
二
億
円

企
業
立
地
・
定
着
を
促
進
す
る
た
め
、

工
場
の
新
増
設
等
に
要
し
た
経
費
に
対

し
て
助
成
す
る
。

・
海
外
経
済
交
流
促
進
事
業
費

（
企
業
立
地
推
進
課
）

	

三
，一
二
七
万
五
千
円

県
内
企
業
の
円
滑
な
海
外
展
開
を
支

援
す
る
た
め
、
静
岡
に
加
え
て
浜
松
に
新

た
に
設
置
さ
れ
る
ジ
ェ
ト
ロ
貿
易
情
報
セ

ン
タ
ー
の
運
営
や
、
海
外
と
の
経
済
交
流

を
促
進
す
る
事
業
等
を
実
施
す
る
。

・
産
業
成
長
戦
略
推
進
事
業
費（
政
策

監
）	

新
規  

二
億
円

本
県
経
済
に
と
っ
て
重
要
な
も
の
づ

く
り
産
業
を
よ
り
一
層
成
長
さ
せ
る
た

め
、
産
業
界
と
と
も
に
産
業
成
長
戦
略

を
検
討
し
実
現
に
取
り
組
む
。

次
代
の
産
業
を
拓
く
人
材
育

成
と
就
業
環
境
の
整
備

・
重
点
的
な
産
業
施
策
と
連
動
し
、
成

長
産
業
分
野
に
お
け
る
製
品
や
技
術

の
開
発
を
担
う
中
核
人
材
を
育
成
す

る
講
座
や
職
業
訓
練
、
農
業
分
野
を

先
導
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
体
の
リ
ー

ダ
ー
養
成
な
ど
、
本
県
産
業
の
成
長

を
担
う
人
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金

を
活
用
し
、
一
時
的
な
雇
用
機
会
の

創
出
や
地
域
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
人
材

の
育
成
等
を
図
る
。
ま
た
、「
し
ず

お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
お

い
て
、
実
効
性
の
高
い
就
職
支
援
を

行
う
と
と
も
に
、
中
小
企
業
な
ど
と

求
職
者
の
間
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
解

消
や
障
害
者
雇
用
の
促
進
に
取
り

組
む
。

●
産
業
の
成
長
を
担
う
人
づ
く
り

・
成
長
産
業
分
野
人
材
育
成
支
援
事
業

費（
職
業
能
力
開
発
課
）

	

一
，〇
四
〇
万
円

地
域
企
業
の
成
長
産
業
分
野
へ
の
事

業
展
開
を
促
進
す
る
た
め
、
生
産
部
門

の
技
術
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練
を

実
施
す
る
。

・
技
能
の
場
力
強
化
事
業
費（
職
業
能

力
開
発
課
）	

二
，五
四
〇
万
円

技
能
者
の
社
会
的
評
価
の
向
上
や
も

・
６
次
産
業
化
推
進
事
業
費（
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
推
進
課
）	五
，七
八
六
万
円

６
次
産
業
化
の
一
層
の
推
進
を
図
る

た
め
、
６
次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
農
林
事
務
所
等
の
相

談
窓
口
に
よ
る
支
援
体
制
を
強
化
、
商

品
開
発
か
ら
販
路
開
拓
ま
で
総
合
的
に

支
援
す
る
。

次
世
代
産
業
の
創
出

・「
静
岡
新
産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー
」

に
お
け
る
研
究
開
発
の
成
果
を
事
業

化
に
結
び
つ
け
て
い
く
と
と
も
に
、

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
、
フ
ー
ズ
・
サ
イ

エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
、
フ
ォ
ト
ン
バ
レ
ー

の
ク
ラ
ス
タ
ー
間
の
連
携
を
強
化

し
、
全
県
展
開
を
図
る
。

・
研
究
開
発
成
果
の
事
業
化
へ
の
助
成

や
販
路
開
拓
に
対
す
る
支
援
を
拡
充

し
、
技
術
相
談
か
ら
研
究
開
発
、
製

品
化
、
販
路
開
拓
ま
で
一
貫
し
て
支

援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
企
業
に

よ
る
成
長
分
野
へ
の
参
入
を
促
進

す
る
。

・
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
の
推
進
に

あ
わ
せ
、立
地
支
援
制
度
の
拡
充
や
、

工
業
用
地
整
備
を
市
町
と
連
携
し
て

支
援
す
る
制
度
の
創
設
に
よ
り
、
新

た
な
企
業
立
地
と
県
内
企
業
の
投
資

促
進
に
向
け
た
取
組
を
一
層
強
化

す
る
。

●
静
岡
新
産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー
の
推

進
・
静
岡
新
産
業
集
積
ク
ラ
ス
タ
ー
関
連

事
業
費（
新
産
業
集
積
課
）

	

二
億
一
，五
九
〇
万
円

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
、
フ
ー
ズ
・
サ
イ

エ
ン
ス
ヒ
ル
ズ
、
フ
ォ
ト
ン
バ
レ
ー
の

三
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
中

核
支
援
機
関
及
び
研
究
開
発
成
果
の
事

業
化
な
ど
に
取
り
組
む
地
域
企
業
を
支

援
す
る
。

・
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
機

能
強
化
事
業
費（
新
産
業
集
積
課
）

	

一
五
億
五
，〇
〇
〇
万
円

フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
旧
長
泉
高
校

跡
地
を
活
用
し
た
新
た
な
拠
点
の
整
備

に
着
手
す
る
と
と
も
に
、「
ふ
じ
の
く

に
先
端
医
療
総
合
特
区
」を
推
進
す
る
。

●
次
世
代
を
拓
く
産
業
育
成
の
推
進

・
新
成
長
産
業
戦
略
的
育
成
事
業
費
助

成（
新
産
業
集
積
課
）

	
四
億
円

公
益
財
団
法
人
静
岡
県
産
業
振
興
財

団
と
連
携
し
、
地
域
企
業
が
取
り
組
む

次
世
代
自
動
車
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医

療
・
福
祉
機
器
な
ど
の
新
た
な
産
業
分

野
に
お
け
る
研
究
開
発
・
試
作
、
製
品

化
・
事
業
化
、
販
路
開
拓
ま
で
を
一
貫

し
て
支
援
す
る
。

・
新
成
長
戦
略
研
究
費（
研
究
調
整
課
）

	

三
億
円

産
学
官
の
連
携
に
よ
り
、
本
県
の
新
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豊
か
さ
を
支
え
る
農
林
水
産

業
の
強
化

・
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
体
の
育
成
や
農
業
へ

の
企
業
参
入
、
農
地
中
間
管
理
機
構

の
整
備
、
活
用
に
よ
る
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
、
耕
作
放
棄
地
の
再
生
活

動
支
援
等
に
よ
り
農
地
の
有
効
活
用

を
促
進
す
る
。

・
県
産
材
の
需
要
を
喚
起
す
る
と
と
も

に
、木
材
供
給
体
制
の
強
化
を
図
る
。

・
消
費
者
を
惹
き
つ
け
る
水
産
物
の
提

供
や
ウ
ナ
ギ
、ア
サ
リ
資
源
の
回
復
・

保
護
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
漁
場

造
成
に
よ
る
生
産
力
強
化
、
経
営
基

盤
の
強
化
な
ど
に
よ
り
、
漁
業
地
域

の
活
性
化
を
促
進
す
る
。

●
世
界
に
誇
る
多
彩
で
高
品
質
な
農
芸

品
の
生
産
力
強
化

・
ビ
ジ
ネ
ス
経
営
体
育
成
総
合
支
援
事

業
費（
農
業
振
興
課
）	

八
九
八
万
円

農
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
を
図
る
た
め
、

経
営
力
の
強
化
及
び
新
た
な
企
業
の
農

業
参
入
を
促
進
す
る
施
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
。

・
農
林
業
を
支
え
る
元
気
な
担
い
手
支

援
事
業
費（
農
業
振
興
課
・
林
業
振
興

課
）	
四
，九
七
五
万
円

農
林
業
を
支
え
る
新
た
な
担
い
手
を

確
保
す
る
た
め
、
新
規
就
業
者
の
育
成

支
援
等
を
行
う
。

・
農
地
中
間
管
理
機
構
体
制
整
備
費

（
農
業
振
興
課
）

	

新
規  

五
億
八
，六
一
四
万
四
千
円

農
地
の
借
り
受
け
・
貸
し
付
け
の
中

間
受
け
皿
と
な
る
農
地
中
間
管
理
機
構

を
設
立
・
運
営
す
る
。

・
耕
作
放
棄
地
解
消
総
合
対
策
事
業
費

助
成（
農
業
振
興
課
）

	

六
，二
五
〇
万
円

耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
目
指
し
、
県

と
市
町
等
が
協
働
し
て
耕
作
放
棄
地
の

再
生
利
用
活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
。

・
強
い
農
業
づ
く
り
整
備
事
業
費
助
成

（
農
山
村
共
生
課
）	七
億
五
，二
一
〇
万
円

農
業
の
生
産
性
の
向
上
等
を
図
る
た

め
、
共
同
利
用
施
設
の
整
備
等
に
対
し

て
助
成
す
る
。

・
畜
産
競
争
力
強
化
推
進
事
業
費（
畜

産
課
）	

新
規  

四
五
〇
万
円

畜
産
を
取
り
巻
く
国
際
化
の
進
展
に

対
応
す
る
た
め
、
県
産
畜
産
物
の
国
内

外
で
の
競
争
力
の
強
化
と
市
場
拡
大
を

図
る
。

・
特
定
家
畜
伝
染
病
対
策
事
業
費（
畜

産
課
）	

五
，〇
二
〇
万
円

家
畜
伝
染
病
の
発
生
や
拡
大
を
防
ぐ

た
め
、
B
S
E
検
査
や
防
疫
体
制
の
整

備
・
演
習
等
を
行
う
。

・
薬
用
作
物
生
産
振
興
促
進
事
業
費

（
み
か
ん
園
芸
課
）

	

新
規  

五
〇
〇
万
円

薬
用
作
物
栽
培
を
普
及
さ
せ
る
た

め
、栽
培
試
験
や
成
分
分
析
等
を
行
う
。

の
づ
く
り
に
お
け
る
高
度
な
技
能
・
技

術
の
継
承
を
図
る
た
め
、
W
A
Z
A

チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
の
開
催
、
技
能
マ
イ

ス
タ
ー
の
認
定
・
活
用
、
静
岡
県
も
の

づ
く
り
競
技
大
会
の
開
催
、
各
種
技
能

競
技
大
会
出
場
選
手
の
育
成
支
援
等
を

行
う
。

・
次
代
の
産
業
を
拓
く
人
材
育
成
事
業

費（
農
業
振
興
課
、水
産
振
興
課
、政

策
監
）	
五
〇
〇
万
円

地
域
経
済
の
リ
ー
ダ
ー
や
女
性
起
業

家
の
育
成
、
業
界
を
越
え
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
に
よ
り
、
本
県
の
発
展
を

担
う
産
業
人
材
の
創
出
を
図
る
。

●
就
労
支
援
体
制
の
強
化
に
よ
る
一
層

の
雇
用
促
進

・
緊
急
経
済
対
策
民
間
活
力
等
推
進
事

業
費（
雇
用
推
進
課
）

	

二
二
億
一
，一
九
三
万
六
千
円

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金

を
活
用
し
、
民
間
か
ら
の
提
案
を
募
集

す
る
な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

雇
用
拡
大
、
人
材
育
成
及
び
賃
金
上
昇

等
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
む
。

・
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
対
策

事
業
費
助
成（
雇
用
推
進
課
）

	

一
三
億
七
，五
〇
〇
万
円

緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
基
金

を
活
用
し
、
市
町
が
実
施
す
る
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
雇
用
拡
大
、
人
材
育

成
及
び
賃
金
上
昇
等
の
処
遇
改
善
に
取

り
組
む
事
業
に
対
し
て
助
成
す
る
。

・
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
事
業
費

（
雇
用
推
進
課
）	

一
，一
七
五
万
円

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
解
消
す
る
た

め
、
求
職
者
就
職
面
接
会
、
人
材
確
保

セ
ミ
ナ
ー
、
福
祉
・
介
護
分
野
の
就
業

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
す
る
。

・
働
い
て
よ
し
新
卒
者
就
職
応
援
事
業

費（
雇
用
推
進
課
）	

一
，五
六
一
万
円

就
職
面
接
会
、
U
・
I
タ
ー
ン
就
職

フ
ェ
ア
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
新
卒
者

等
の
就
職
を
総
合
的
に
支
援
す
る
。

・
し
ず
お
か
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
運

営
事
業
費（
雇
用
推
進
課
）

	

八
，五
三
〇
万
円

学
生
・
若
者
か
ら
、
中
高
年
齢
者
、

子
育
て
女
性
ま
で
、
幅
広
い
求
職
者
を

対
象
と
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
支
援

機
関
を
、国
と
一
体
と
な
っ
て
運
営
す
る
。

・
障
害
者
就
労
促
進
総
合
支
援
事
業
費

（
雇
用
推
進
課
）	
五
，〇
二
〇
万
円

就
労
相
談
員
の
配
置
や
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
の
派
遣
、
特
別
支
援
学
級
生
徒
の
職

場
実
習
な
ど
、
障
害
の
あ
る
方
の
雇
用

を
促
進
す
る
。

●
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕

事
と
生
活
の
調
和
）
の
実
現

・
い
き
い
き
職
場
づ
く
り
推
進
事
業
費

（
労
働
政
策
課
）	

新
規  

三
一
〇
万
円

先
進
企
業
視
察
研
修
や
職
場
づ
く
り

支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
配
置
す
る
な

ど
、
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る

職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る
。
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向
上
と
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
。

・
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
育
成
、
配

置
や
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
商
店

街
づ
く
り
、
魅
力
あ
る
個
店
づ
く
り

を
支
援
し
、
地
域
商
業
の
活
性
化
を

促
進
す
る
。

●
中
小
企
業
者
の
経
営
力
向
上
と
経
営

基
盤
強
化

・
地
域
産
業
総
合
支
援
事
業
費
助
成

（
経
営
支
援
課
）

	

一
億
二
，〇
〇
〇
万
円

中
小
企
業
者
等
の「
経
営
革
新
計
画
」

の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
促
進
す
る
た

め
、
新
商
品
・
新
技
術
等
の
開
発
や
販

路
開
拓
に
対
し
て
助
成
す
る
。

・
中
小
企
業
経
営
革
新
支
援
指
導
事
業

費（
経
営
支
援
課
）	

二
，六
六
〇
万
円

中
小
企
業
者
等
の
新
た
な
取
組
を
支

援
す
る
た
め
、「
経
営
革
新
」
制
度
の

普
及
や
「
経
営
革
新
計
画
」
策
定
の
指

導
等
を
行
う
。

・
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
助
成

（
経
営
支
援
課
）

	

二
四
億
八
，九
九
〇
万
円

小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善
の
た

め
、
巡
回
指
導
や
、
窓
口
相
談
に
取
り

組
む
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
等
に
対

し
て
助
成
す
る
。

・
中
小
企
業
向
制
度
融
資
促
進
費
助
成

（
商
工
金
融
課
）

	

二
三
億
八
，七
二
四
万
六
千
円

［
融
資
枠
一
，六
〇
〇
億
円
］

経
営
改
善
や
経
営
安
定
、
創
業
・
経

営
革
新
等
を
図
る
中
小
企
業
者
等
へ
の

融
資
に
係
る
利
子
補
給
を
行
う
。

●
地
域
を
支
え
る
魅
力
あ
る
商
業
と

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興

・
地
場
産
業
販
路
開
拓
支
援
事
業
費

（
地
域
産
業
課
）	

新
規  

五
〇
〇
万
円

地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
家

具
、
紙
、
伝
統
工
芸
品
な
ど
、
本
県
の

代
表
的
な
地
場
産
品
の
販
路
開
拓
を
促

進
す
る
。

・
下
請
振
興
等
事
業
費
助
成（
地
域
産

業
課
）	

七
，四
〇
〇
万
円

下
請
中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

受
注
機
会
拡
大
の
支
援
や
下
請
取
引
の

適
正
化
の
推
進
、
中
小
企
業
へ
の
情
報

提
供
等
を
行
う
公
益
財
団
法
人
静
岡
県

産
業
振
興
財
団
に
対
し
て
助
成
す
る
。

・
魅
力
あ
る
個
店
か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ

く
り
推
進
事
業
費（
地
域
産
業
課
）

	

四
〇
〇
万
円

登
録
個
店
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
支
援
と

商
業
者
グ
ル
ー
プ
の
活
動
支
援
を
通
じ

て
、
個
店
の
魅
力
を
高
め
、
地
域
商
業

の
活
性
化
を
図
る
。

・
地
域
商
業
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業
費
助

成（
地
域
産
業
課
）	

一
，八
〇
〇
万
円

地
域
に
お
け
る
魅
力
あ
る
商
業
環
境

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
個
店
の
魅

力
ア
ッ
プ
、
タ
ウ
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

育
成
や
配
置
等
、
地
域
の
特
色
を
活
か

し
た
商
業
活
性
化
策
に
取
り
組
む
市
町

に
対
し
て
助
成
す
る
。

・
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
事
業
費
助

成（
農
山
村
共
生
課
）

	

六
，二
〇
〇
万
円

鳥
獣
被
害
対
策
の
推
進
を
図
る
た

め
、
市
町
の
被
害
防
止
計
画
に
基
づ
く

鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
設
置
等
に
対
し
て

助
成
す
る
。

●
県
産
材
の
需
要
と
供
給
の
一
体
的
な

創
造

・
森
林
整
備
加
速
化・
林
業
再
生
事
業

費（
林
業
振
興
課
）

	

三
億
六
，六
〇
〇
万
円

林
業
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る
た

め
、
木
材
加
工
流
通
施
設
等
の
整
備
に

対
し
て
助
成
す
る
。

・
住
ん
で
よ
し　
し
ず
お
か
木
の
家
推

進
事
業
費
助
成（
林
業
振
興
課
）

	

二
億
円

県
産
材
の
需
要
を
喚
起
す
る
た
め
、

一
定
量
以
上
の「
し
ず
お
か
優
良
木
材
」

を
使
用
す
る
木
造
住
宅
の
建
築
等
に
対

し
て
助
成
す
る
。

●
新
た
な
水
産
王
国
静
岡
の
構
築

・
水
産
物
の
価
値
を
磨
く
事
業
費（
水

産
振
興
課
）	

新
規  

二
七
〇
万
円

漁
業
者
や
流
通
業
者
等
と
一
体
と

な
っ
て
水
産
物
の
価
値
を
磨
き
上
げ
、

消
費
者
に
高
付
加
価
値
の
水
産
物
を
提

供
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う
。

・
豊
か
な
浜
名
湖
ブ
ラ
ン
ド
資
源
回
復

事
業
費（
水
産
資
源
課
）

	

新
規  

七
五
〇
万
円

浜
名
湖
を
代
表
す
る
水
産
物
で
あ
る

ウ
ナ
ギ
、
ア
サ
リ
の
資
源
を
保
護
・
回

復
す
る
。

・
漁
業
取
締
船「
天
龍
」代
船
建
造
事
業

費（
水
産
資
源
課
）

	

新
規  

三
億
五
，二
〇
〇
万
円

違
法
操
業
に
対
す
る
適
切
な
取
締
業

務
を
行
う
た
め
、漁
業
取
締
船
「
天
龍
」

の
代
船
の
建
造
を
行
う
。

・
魚
介
類
種
苗
生
産
施
設
運
営
費

（
水
産
資
源
課
）

	

一
億
九
，〇
七
一
万
一
千
円

栽
培
漁
業
の
中
核
施
設
で
あ
る
温
水

利
用
研
究
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
。

・
沿
岸
漁
場
整
備
開
発
事
業
費（
水
産

振
興
課
）	

一
億
四
，二
〇
〇
万
円

沿
岸
域
の
漁
業
生
産
の
向
上
の
た

め
、
魚
礁
漁
場
の
造
成
を
行
う
。

・
水
産
業
振
興
資
金
利
子
補
給
金

（
水
産
振
興
課
）

	

一
億
五
七
一
万
六
千
円

［
融
資
枠
三
九
億
円
］

漁
業
の
近
代
化
や
漁
業
経
営
の
基
盤

強
化
な
ど
を
図
る
漁
業
者
等
へ
の
融
資

に
係
る
利
子
補
給
等
を
行
う
。

豊
か
さ
を
支
え
る
地
域
産
業
の

振
興

・
中
小
企
業
の
経
営
革
新
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
新
商
品
・
新
技
術
等
の

開
発
、
円
滑
な
資
金
調
達
や
下
請
企

業
の
販
路
開
拓
を
支
援
し
、
経
営
力
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○募　集　代　理　店　静鉄保険サービス株式会社
　　〒420-0837　 静岡市葵区日出町8-3 静鉄日出町ビル2F
　　TEL ： 054-653-5007　FAX ： 054-653-5068

○募　集　代　理　店　 有限会社市川保険サービス
　　〒433-8112　浜松市北区初生町700-7
　　TEL ： 053-414-2237　FAX ： 053-414-2238

◎事務幹事代理店　静岡県協同振興株式会社
　　〒420-0853　静岡市葵区追手町44-1
　　TEL ： 054-251-1637　FAX ： 054-255-0673

ご連絡先

＜引受保険会社＞
三井住友海上火災保険株式会社　静岡第二支社
　〒420-0031
　静岡市葵区呉服町1-2 三井住友海上静岡ビル4F
　TEL ： 054-273-5135　FAX ： 054-273-5230

NO.96405　SA9-091020-A3N　2011.07/A3N15/B
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主
に
静
岡
市
清
水
区
の
一
般
廃
棄
物

処
理
業
者
二
二
社
で
構
成
す
る
清
水
一

般
廃
棄
物
処
理
業
協
同
組
合
は
二
月

二
八
日
、
静
岡
市
清
水
区
山
原
に
完
成

し
た
ば
か
り
の
社
屋
で
新
社
屋
竣
工
式

を
開
催
し
た
。
来
賓
や
関
係
者
ら
四
〇

人
が
出
席
。

遠
藤
裕
之
理
事
長
は
「
本
日
竣
工
式

を
開
催
で
き
た
の
も
、
行
政
、
工
事
関

係
者
、
組
合
員
な
ど
、
関
係
者
の
方
々

の
お
か
げ
。
組
合
員
か
ら
以
前
よ
り
要

望
の
あ
っ
た
事
務
所
を
建
設
で
き
嬉
し

く
思
う
。
当
社
屋
を
司
令
塔
と
し
、
今

後
も
よ
り
一
層
地
域
の
皆
様
の
お
役
に

旧
静
岡
市
の
水
道
工
事
業
者
四
九
社

で
構
成
さ
れ
る
当
組
合
（
伊
藤
哲
理
事

長
）
は
、
三
月
四
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
、
静
岡
市
葵
区
千
代
田
に
あ

る
同
組
合
事
務
所
周
辺
の
道
路
清
掃
を

行
っ
た
。

こ
の
清
掃
活
動
は
、
平
成
一
二
年
か

ら
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
三
年
前
か

ら
定
期
的
に
年
四
回
実
施
し
て
い
る
。

今
回
五
〇
人
を
超
え
る
組
合
員
な
ど
が

参
加
し
た
。

当
日
、
一
人
一
人
が
、
道
路
沿
い
に

捨
て
ら
れ
た
ご
み
や
た
ば
こ
、
空
き
缶

な
ど
を
拾
い
上
げ
、
街
の
環
境
美
化
に

努
め
た
。

伊
藤
哲
理
事
長
は
、「
わ
れ
わ
れ
水

道
業
者
は
、
ま
ち
の
水
道
屋
さ
ん
と
し

て
市
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
行
政
と
連

携
し
、
皆
様
に
快
適
な
環
境
整
備
を
図

立
て
る
よ
う
業
務
に
励
み
た
い
」
と
挨

拶
を
述
べ
た
。

ま
た
「
地
震
な
ど
有
事
の
際
に
も
静

岡
市
と
連
携
を
と
り
、
救
済
活
動
拠
点

と
し
て
積
極
的
に
行
動
す
る
」
と
語
っ

た
。新

社
屋
は
二
階
建
て
で
組
合
員
が
利

用
で
き
る
広
い
休
憩
所
、シ
ャ
ワ
ー
室
、

高
圧
洗
浄
機
を
使
用
し
た
洗
車
場
二
台

分
を
備
え
、
組
合
員
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
。

る
よ
う
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
市
内
の
指
定
工
事
店
と
し
て

地
域
貢
献
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
市
民
に
対

し
て
安
心
安
全
な
水
を
供
給
し
、
文
化

的
・
健
康
的
な
生
活
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
で
す
。
地
域
の
一
員
と
し
て
災
害

時
に
対
応
で
き
る
体
制
を
維
持
す
る
た

め
に
も
、
さ
ら
に
社
会
の
お
役
に
立
て

る
組
合
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
参

加
者
に
挨
拶
し
た
。

参
加
し
た
組
合
員
は
「
市
内
の
環
境

を
整
備
し
、
皆
様
が
気
持
ち
よ
く
生
活

で
き
る
よ
う
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

地
域
に
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
、
今
後

も
組
合
員
が
協
力
し
、
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

新
社
屋
竣
工
式
を
開
催

清
水
一
般
廃
棄
物
処
理
業
協
同
組
合

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
道
路
清
掃

静
岡
市
水
道
局
指
定
工
事
店
協
同
組
合

▲ボランティア活動する組合員

▶ 

挨
拶
す
る
伊
藤
理
事
長（
写
真
中
央
）

▶
挨
拶
を
述
べ
る
遠
藤
裕
之
理
事
長

▶
完
成
し
た
新
社
屋
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三
月
五
日
、
県
産
業
経
済
会
館
三
階

大
会
議
室
で
組
合
を
対
象
に
「
組
合
決

算
・
税
務
講
習
会
」
を
開
催
。
真
野
吉

三
雄
税
理
士
が
講
師
と
な
り
、
組
合
決

算
組
合
特
有
の
経
理
や
税
務
申
告
上
手

続
き
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
当
日
の

参
加
者
は
九
〇
名
を
集
め
た
。

午
前
中
は
、
組
合
決
算
に
伴
う
組
合

の
財
務
諸
表
、
事
業
報
告
書
の
作
成
手

順
や
決
算
科
目
の
表
記
方
法
に
つ
い
て

説
明
を
行
っ
た
。

午
後
は
、
組
合
税
務
を
『
組
合
関
係

税
制
の
あ
ら
ま
し
』
の
テ
キ
ス
ト
な
ど

を
中
心
に
、
解
説
を
行
っ
た
。

真
野
税
理
士
は
冒
頭
「
組
合
決
算
、

税
務
は
、
組
合
独
特
の
仕
訳
、
会
計
処

理
も
あ
り
、
ま
た
年
に
一
度
の
作
業
の

た
め
、
初
心
者
の
方
は
、
難
し
い
と
感

じ
る
と
思
い
ま
す
が
、
徐
々
に
慣
れ
て

い
き
ま
す
の
で
、頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
挨
拶
し
た
。

参
加
者
は
「
消
費
税
は
業
務
に
つ
い

て
い
な
い
の
で
、不
明
な
点
が
あ
っ
た
。

消
費
税
に
特
化
し
た
講
習
会
を
さ
ら
に

や
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
」

「
事
前
に
決
算
関
係
の
学
習
を
し
て
い

れ
ば
、
も
っ
と
よ
く
理
解
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
出
席
し
た
効
果
は
、
大
い
に

あ
り
ま
し
た
」
と
様
々
な
感
想
が
寄
せ

ら
れ
た
。

職
業
訓
練
法
人
静
岡
県
建
設
業
能
力

開
発
協
会
（
渡
邉
正
義
会
長
）・
静
岡

県
建
設
学
院
（
衣
川
克
郎
校
長
）
土
木

施
工
科
の
平
成
二
五
年
度
修
了
式
が
三

月
七
日
、
藤
枝
市
潮
の
同
学
院
で
行
わ

れ
、
訓
練
生
五
人
が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
渡
邉
会
長
が
あ
い
さ
つ

し
「
公
共
工
事
が
減
少
し
て
い
る
中
、

会
社
が
皆
さ
ん
を
派
遣
し
て
く
れ
た
。

戻
っ
た
ら
企
業
の
担
い
手
と
な
る
よ
う

仕
事
に
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
期
待
を
述

べ
た
。

続
い
て
衣
川
校
長
は
「
皆
さ
ん
は

二
四
種
類
の
資
格
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
個
人
に
と
っ
て
も
会
社
に
と
っ

て
も
財
産
と
な
る
も
の
。
今
後
は
よ
り

一
層
の
責
任
と
自
覚
を
も
っ
て
、
安
全

第
一
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
。

来
賓
を
代
表
し
て
県
重
機
建
設
業
工

業
組
合
の
梅
原
秀
夫
理
事
長
は
「
こ
れ

か
ら
は
個
人
が
努
力
し
、
力
を
発
揮
し

て
い
く
こ
と
が
よ
り
重
要
と
な
る
。
高

い
目
標
を
目
指
し
夢
を
持
っ
て
仕
事
に

励
ん
で
ほ
し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

同
訓
練
法
人
は
、
現
場
中
堅
技
能
者

の
養
成
を
目
的
に
昭
和
五
六
年
に
設

立
。
県
重
機
建
設
業
工
業
組
合
と
の
連

携
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
い
る
。

訓
練
生
は
四
月
か
ら
半
年
間
学
院
内

で
学
科
と
実
技
訓
練
を
、
後
半
の
半
年

は
現
場
実
習
を
受
け
る
こ
と
で
、
二
四

も
の
資
格
を
取
得
で
き
る
。

こ
れ
か
ら
の
建
設
業
の
担
い
手
に

―
建
設
学
院
で
修
了
式

静
岡
県
建
設
学
院
／
静
岡
県
重
機
建
設
業
工
業
組
合

決
算
税
務
講
習
会
開
催

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

▲分かりやすく解説する真野講師

▲衣川校長より修了証書を授与される訓練生

▲訓練生（後列左から5人）と関係者ら

▶�

熱
心
に
研
修
会
に
参
加
す
る
受
講
者
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（平成26年2月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋
■製造業
・  消費増税を控え、スチロール類、紙類の副資材の価格
が高騰の傾向。さらに電気料金値上げなどコスト高へ
の不安が残る。（水産食料品）
・  電気、ガス、重油等あらゆるものが値上げとなり、組合
員企業の経営の厳しさが増す。製品価格に転嫁できれ
ばよいが、それもなかなか容易ではない。（水産食料品）
・  受注が減少。操業日は昨年並みだったが、残業時間が
減少。今後電力費等のアップが予想され、採算は厳し
い。（織物染色）
・  ４月の消費増税、円安による輸入原木の値上がりで各
組合員とも取引先への事情説明、値上げ交渉に追われ
る。（木製品）
・  駆け込み需要もあり荷動きは活発化している。（紙・紙
製品）
・  消費増税前の駆け込み需要による売上高アップがあ
り、中部地区の組合員から４月以降が不安との声があ
る。（印刷）
・  駆け込み需要による出荷量増はピークと思われる。骨
材、セメント、燃料等の価格が上昇しているので、４月
以降の製品価格の値上げを折衝中。（セメント・同製品）
・  消費増税に伴う駆け込み生産が売上高増加につな
がったが、利益幅が低いため収益好転に結びつかな
い。（生産用機械器具）
・  主要販売先の好不調如何の影響もあるが、輸出の恩恵
を受けにくい中小企業は技術開発力、営業展開力等の
格差拡大により二極化が鮮明になりつつある。（生産
用機械器具）
・  消費増税前の駆け込み需要で予想以上の伸びとなっ
ており、残業、休日出勤等生産負荷の高い状態が続い

ている。ただし、二輪車部品のほか取り扱い部品に
よって仕事量に差が出ている。（輸送用機械器具）
・  中国産の輸入漆が人件費高騰、円安などから30～40%
の値上げで非常に困った状態。業界も苦慮するなか、消
費税アップにより今後さらにどうなるか不安。（漆器）
■非製造業
・  前年同月の出荷が多かった反動による減少と災害復旧
関連工事は一部地域を除き終了段階に推移した影響か
ら、出荷量は前年比７％の減少となった。（セメント卸）
・  白物家電が好転。エアコン、冷蔵庫、洗濯機・乾燥機等
は消費税アップになる前の買い替えが見受けられる。
３月末まで続くと思われる。太陽光発電機器が好調に
推移しており、最近では50kw級の設置希望者も見受
けられる。省エネ商品も好調。（家電小売）
・  ２月には大雪が２度もあり、初めて雪による閉店時間
を早める対応した。その影響により、売り上げを大幅
に落とすこととなった。（商店街）
・  建設関連産廃業は駆け込みで景気が良くなっている
が、一方で４月以降が心配。（廃棄物処理）
・  宿泊者数は増加しているが、客単価が下がっている。
消費増税による影響が気になる。（宿泊）
・  ４月以降の建設資材の値上げ要請が届き始めている。
（総合工事）
・  トラックが不足気味のため、一部で運賃が値上がりし
ている。消費増税の影響で荷動きが増加傾向にあり、
全体的に売り上げが増えている。３月末をもって事業
を廃止する企業がある。（道路貨物運送）
・  ２月の燃料価格は若干の値下がりをしたものの、依然
として高騰が続いている。また、大雪のため稼働率が
低下し、売り上げも減少した。（道路貨物運送）

　理事会の招集通知を発出する際は、必ず監査
報告の通知を待たなければなりませんか。

　理事会の開催日を監査報告の通知期限以後に
設定する場合は、監査報告の通知を待たずに、
招集通知を発出することができます。
　一方、監査期限以前の日を開催日に設定して通知
することも可能ですが、実際に理事会の開催日までに監
査報告の通知が行われなかったときは、理事会がその日に開催
されても、「決算関係書類等」の承認をするかどうかの審議ができなくなり、
再度、理事会を開催しなければならなくなることに留意する必要があります。

　一方、監査期限以前の日を開催日に設定して通知

組合運営組合運営Q

A
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景況景況ウォッチ景況ウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチウォッチ 組合活性化情報

○平成26年２月の前年同月比のDI値は、｢売上高」を中心に好調を維持。「売上高」「販売価格」「設備操業度」
はプラス値を維持し、前年同月を上回る傾向が続いている。しかし、前月との比較では９項目すべてが後退
している。

　製造業は、前月との比較で「在庫数量」「販売価格」「収益状況」の３項目にて改善。
　非製造業は、前月との比較で「業界の景況」が改善。
○全体的な傾向としては、売上高にて前年同月を上回るなど改善傾向。木材・木製品、一般機器、輸送用機器、

建設が前月同様けん引している。
　多くの業種から４月以降の消費税アップによる駆け込み需要で受注（売上）増加、設備稼働の上昇の傾向が

さらに鮮明となった。同時に、増税後の落ち込みを懸念する声も多く先行き不透明。燃料や原材料高の価格
高騰が各方面から聞かれる一方、それらを価格に反映できない中小企業の厳しい現状が見受けられる。業界
内外の格差も顕著となり、中小企業の今後の景況は予断を許さぬ状況といえる。

概　況

全9項目中｢売上高」｢販売価格」｢設備操業度」がプラスとなり、前年を上回る傾向。
～ 木材・木製品、輸送用機器製造、建設を中心に回復基調が続いている。4月以降消費増税を控え

駆け込み需要による改善傾向とはうらはらに、増税後の反動を懸念する傾向がみられる。～

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H26.02 11.5 ±0.0 1.2 －10.4 －13.8 －10.4 23.1 －5.8 －5.7 

DI値

H26.01 17.3 －6.6 2.3 －3.4 －11.5 －9.2 25.6 －5.7 －4.6 

H26.01→H26.02 －5.8↓ 6.6↑ －1.1↓ －7.0↓ －2.3↓ －1.2↓ －2.5↓ －0.1↓ －1.1↓

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
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主要三指標DI値推移（過去10年間）
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働くみんなの【ロッキーカレッジ】

働くみんなの幸せを応援する、公益財団法人静岡
県労働者福祉基金協会（ライフサポートセンターしず
おか事業部）がお贈りする、ロッキーカレッジ公開講座。

今からはじめる老い支度
セカンドライフを応援する連続講座。セカンドライ

フを考えることは、「これからの人生」を豊かにします。
誰でもいつかは迎える老い、第二の人生をどうデザイ
ンするか、あなた自身が望むものは何か。あなたの老
い支度を前向きに有意義に過ごす為のヒントをみつけ
てみませんか？
・私の人生パワー全開

講師：タレント泉アキ
【6／4 沼津・6／12 浜松】

独特のキャラクターと持ち前の明るさでタレント活動を行う
他、２度の乳がんを克服。現在、熱海市に居を構えスロー
ライフを楽しむ。

・素敵な人生の締めくくり方（終活）
講師：終活カウンセラー協会代表理事 武藤頼胡

【6／11 沼津・7／4 浜松】
「終活カウンセラー」の生みの親。全国各地で終活の大切さ
を普及すべくセミナーを行う。メディアへの掲載多数。

・これからの家族と葬送供養のあり方
（現代葬儀・お墓事情）

講師：東洋大学教授 井上治代
【6／23 沼津・6／28 浜松】

大学で家族社会学を教える一方、作家活動や、尊厳ある死
と葬送をめざした市民団体の活動を行う。樹木葬のひとつ
「桜葬」が話題。

●会　場：沼津／沼津労政会館
　　　　　浜松／浜松労政会館
●時　間：13：00〜15：00
●参加費：各回500円
●申　込：㈱コープライフサービス
　　　　　0120-878-940（平日９時〜17時30分）

 暮らしなんでも相談
　各地域に相談ダイヤルをご用意しています。日常生活で起こ
るトラブルや悩み事など、解決に向けて支援します。相談無料。
（平日9時〜17時）

東部：055-922-3715	 岳南：0545-51-3715
中部：054-273-3715	 しだはいばら：054-646-6055
西部：053-461-3715	 中東遠：0538-33-3715

企業見学会「ワークラリーしずおか」
参加企業募集

静岡県は、学生に様々な県内企業を見学する機会
を提供し、就職活動の役に立ててもらうため、企業
見学会「ワークラリーしずおか」を開催します。

多くの企業の見学機会を提供できるよう、企業の
皆様の参加をお待ちしております。

開 催 期 間

平成26年8月1日
〜平成27年2月28日

※�見学は、上記期間内で各企業が指定する日
時で実施

開 催 方 法

①�県が運営する就職支援サイト「しずおか就
職net」に、見学日時や場所、担当者名など
見学会に関する情報を入力する。
※�見学会に参加の意思はあるが、まだ「しずお
か就職net」に登録されていない企業は、登
録をお願いします。
②�ホームページを見た学生が、専用の申込
フォームを使い見学を申し込むか、直接企
業に連絡する。
③�見学に訪れた学生に対し、企業見学会を実
施。

参加対象者

大学（院）、短大、専修学校等の学生と既卒3年
以内の未就職者
※�企業において対象学年等の指定がある場
合は、その範囲内

募集企業数 県内企業100社程度

●参加申込
指定の「参加申込書」に必要事項を記入して、下

記申込先までE-mail又はFAXで提出してください。
申込書は下記ホームページからダウンロードでき

ます。

「しずおか就職net」
http://www.koyou.pref.shizuoka.jp

●申込期限
平成26年５月20日（火）

●お問い合わせ
静岡県経済産業部雇用推進課
TEL：054-221-3575　FAX：054-271-1979
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静岡労働局からのお知らせ

男女雇用機会均等法で禁止している
「間接差別」の対象範囲が拡大します

男女雇用機会均等法施行規則の改正等が行われ、
平成26年7月1日から施行されます！

職場におけるセクシュアルハラスメント対策の指針をより分かりやすくします
〈以下の太字部分が、今回指針に明示した事項です〉
◆�職場におけるセクシュアルハラスメントには、同性に対するものも含まれるため、同性に対するセクシュアルハラスメント
対策を講じていない場合は、現行どおり法違反となります。
◆�セクシュアルハラスメントに関する方針の周知・啓発をするにあたっては、セクシュアルハラスメントの発生原因や背景に
ついて労働者の理解を深めることが重要ですが、発生原因や背景には、性別による役割分担意識に基づく言動があると考
えられるため、こうした言動をなくしていくことがセクシュアルハラスメントの防止を高める上で重要です。
◆�セクシュアルハラスメントの相談対応に当たっては、現実に生じている場合だけでなく、発生のおそれがある場合や該当す
るかどうか微妙な場合でも、広く相談に応じることとしています。例えば、放置すれば就業環境を害するおそれがある場
合や、性別役割分担意識に基づく言動が原因や背景となってセクシュアルハラスメントが生じるおそれがある場合などが
考えられます。
◆�セクシュアルハラスメントが生じた場合は、行為者だけでなく、被害者に対して適切な事後対応を行うこととしていますが、
具体的な対応としては、以下のような例が考えられます。
◎事案の内容や状況に応じ、被害者と行為者の関係改善に向けた援助、◎被害者と行為者を引き離すための配置転換、◎行
為者による謝罪、◎被害者の労働条件面での不利益の回復、◎管理監督者や産業保健スタッフなどによる被害者のメンタル
ヘルス不調への相談対応

コース等別雇用管理の指針が適用されます
お問い合わせは、雇用均等室（電話054-252-5310）まで。

【参考】静岡労働局ホームページ　http://shizuoka-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/

改正後
すべての労働者の募集、採用、昇進、職種の変更をする際に、
合理的な理由がないにもかかわらず転勤要件を設けることは、

「間接差別」として禁止されます。

これまで
総合職の労働者を募集、採用する際に、合理的な理由がないにもかかわらず転勤要件を設けることは、

「間接差別」として禁止されてきました。

〈「間接差別」となるおそれがあるものとして禁止される措置の例〉
×�労働者の募集にあたって、長期間にわたり、転居を伴う転勤の実態がないにもかかわらず、全国転勤ができることを要件
としている。
×�部長への昇進に当たり、広域にわたり展開する支店、支社等がないにもかかわらず、全国転勤ができることを要件として
いる。

間接差別とは…
　性別以外の事由を要件とする措置であって、他の性の構成員と比較して、一方の性の構成員に相当程度の不利
益を与えるものとして省令で定めている措置（※以下の①〜③）を、合理的な理由なく、講じることをいいます。
①労働者の募集または採用に当たって、労働者の身長、体重または体力を要件とするもの
②�コース別雇用管理における「総合職」の労働者の募集または採用に当たって、転居を伴う転勤に応じることが
できること（「転勤要件」）を要件とするもの
③労働者の昇進に当たって、転勤の経験があることを要件とするもの

（改正後）
②�労働者の募集もしくは採用、昇進または職種の変更に当たって、転居を伴う転勤に応じることができることを要
件とするもの
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静岡県就業支援局からのお知らせ
〜知ってる？使ってる？社員さんも社長さんもにっこり　　の素敵なサービス〜

勤労者福祉サービスセンターをご利用ください♪
　勤労者福祉サービスセンターは、中小企業で働く皆さんのために、福利厚生サービスを提供する組織です。�
事業主の方は、少ない負担で社員の皆さんの福利厚生を充実させることができます。
　県内16のサービスセンター・共済会が、あなたのご利用をお待ちしております！

★人間ドック・健康診断受診補助！　★宿泊・レジャー施設利用を割引価格で！
★人生の節目に慶弔給付金！　★老後のための退職金掛金補助！
★会費は月々、わずか500円から！（団体により異なります。）

団体名 電話番号 団体名 電話番号

東部

伊東市勤労者共済会 0557-38-7237

中部

志太勤労者福祉SC 054-628-9882
熱海市勤労者共済会 0557-86-5675 藤枝市勤労者福祉SC 054-645-2044
駿東勤労者福祉SC 0550-87-7575 島田榛北勤労者福祉共済会 0547-36-7733
沼津市・清水町勤労者共済会 055-934-1294 榛南地区勤労者共済会 0548-22-9671
三島函南勤労者福祉SC 055-973-1930

西部

小笠掛川勤労者福祉SC 0537-35-0298
富士市勤労者福祉SC 0545-55-2892 磐田市勤労者福祉SC 0538-37-4566
富士宮市勤労者共済会 0544-28-0737 遠州ライフサポートセンター 0538-48-8522

中部 静岡市勤労者福祉SC 054-251-2318 浜松市･湖西市勤労者共済会 053-471-5900

就職面接会「就職応援フェア」参加企業募集
　静岡県・静岡労働局・ハローワークでは、一般求職者（学生・生徒を除く）を対象とした県内企業との就職面
接会を下記のとおり開催します。
　参加は無料です。多くの企業の皆様の参加をお待ちしております。
開催日時・会場（受付は11時30分〜）

地　区 日　　時 会　　場

中　部 5月15日(木)　13：00〜16：00 グランシップ10階　会議室
（静岡市駿河区池田79-4）

西　部 5月22日(木)　13：00〜16：00 アクトシティ浜松　展示イベントホール
（浜松市中区中央3-12-1）

東　部 5月29日(木)　13：00〜16：00 キラメッセぬまづ　多目的ホール
（沼津市大手町1-1-4）

☆参加対象企業　県内に就業場所があり、ハローワークに求人票（正社員求人）を提出済みであること。
☆申込方法　　　下記ホームページ掲載の申込みフォームからお申込みください。
☆申込期限　　　中部：4月23日(水)、西部：5月8日(木)、東部：5月15日(木)

【お問い合わせ先】
各サービスセンター・共済会　または　静岡県経済産業部就業支援局労働政策課
TEL：054-221-2334　 E-Mail：roufuku@pref.shizuoka.lg.jp
H P：http://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-210/kyousai/kyousaikai.html

【お問い合わせ先】 静岡県経済産業部就業支援局雇用推進課
 TEL：054-221-2573　FAX：054-271-1979
 H P：http///www.koyou.pref.shizuoka.jp

もっと知りたい！
そんなあなたは

お近くのセンターまで☆
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る
。

中
山
理
事
長
は
「
全
国
的
に
リ
ー
フ

茶
の
消
費
量
は
、
減
少
傾
向
に
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
緑
茶
文

化
に
な
じ
み
の
少
な
い
北
海
道
を
販
売

拠
点
に
図
る
な
ど
、
販
売
促
進
を
充
実

さ
せ
、
色
が
き
れ
い
で
、
渋
み
の
少
な

い
つ
ゆ
ひ
か
り
を
さ
ら
に
P
R
し
て
い

き
た
い
」
と
話
す
。

▲ 「つゆひかり」は、やさしい渋みの中に旨味・甘味が引
き立つお茶

▲組合員全員で、デパートで販売事業を行う

地
元
御
前
崎
茶
の
共
同
販
売
、

販
売
促
進
な
ど
を
目
的
に
設
立

「
つ
ゆ
ひ
か
り
」の
販
売
着
実
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住　所／〒437-1615
 御前崎市門屋1876
理事長／中山啓司
組合員／6人

設　立／平成25年3月13日
T E L ／0537-86-3445

北
海
道
ス
イ
ー
ツ
と

御
前
崎
茶
の
組
み
合
わ
せ
で

需
要
拡
大
を
図
る

し
ず
お
か
御
前
崎
茶
商
協
同
組
合
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静岡県西部青年中央会
吉田 良治
株式会社吉田

楽
を
し
た
い

私
は
い
つ
も
楽
を
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
近
、
本
を
読
む
機
会
が
多
く
な
り
、
本
を
た
く
さ
ん
速
く

読
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
昔
か
ら
本
を
読
む
の
が
苦
手

で
し
た
。本
を
読
ま
ず
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
一
番
楽
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

こ
こ
に
き
て
、
そ
の
ツ
ケ
が
回
り
、
ま
っ
た
く
本
を
読
み
進

め
ら
れ
ま
せ
ん
。「
今
後
何
十
年
も
こ
の
苦
労
を
す
る
の
か
。
早

く
楽
に
な
り
た
い
。」
と
思
い
、
速
読
の
本
を
買
い
ま
し
た
。
そ

の
こ
と
が
功
を
奏
し
て
か
人
並
み
の
速
さ
で
す
が
読
め
る
よ
う

に
な
り
、
本
を
読
む
の
が
と
て
も
楽
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
気
づ
い
た
の
が
、「
楽
に
な
り
た
か
っ
た
ら
慣
れ
る
ま

で
や
っ
て
み
る
」
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら
何
十
年
同
じ
こ
と
で

苦
労
す
る
な
ら
、
今
数
ヶ
月
頑
張
っ
て
残
り
何
十
年
楽
を
し
た

方
が
い
い
と
実
感
し
ま
し
た
。
苦
手
な
こ
と
は
自
ら
ど
ん
ど
ん

挑
戦
し
、
将
来
「
楽
」
を
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

桜が咲き、世の中が活発に動き出す季節となり
ました。
4月。新年度が始まり担当が変わる時期でもあ

ります。
当機関誌も担当が変わり、5月号からは当方で

はなく、別の担当者が本誌を編集することになり
ます。当方の担当期間は1年でしたが、あっとい
う間に過ぎてしまったなというのが率直なところ
です。

1年前と比べて文章は上手くなったのでしょう
か…機会があればお聞かせ願いたい。
さて、取材にあたり、多くの会員組合、理事
長にお会いし、お話を聞かせていただく機会があ
りました。大変貴重な経験となりました、ありが
とうございました。
最後になりましたが、読者の皆様には改めて感
謝申し上げます。今年度も引き続きのご愛読を
お願いいたします。 （増田）

読者プラザ
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